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防府天満宮
万灯の夕べ
防府天満宮の御祭神である菅原道
真公の誕生をお祝いする御誕辰祭
が、毎年 8月３～５日の３日間、
盛大に開催されます。



令和6年8月1日（1）防府市シルバー人材センターだより

令和6年度
定時総会
令和6年度
定時総会
令和6年度
定時総会
令和6年度
定時総会

会
員
の
増
強
と

　
　
　就
業
機
会
の
開
拓
を
！

◎
理
事
長
あ
い
さ
つ

　

本
日
は
、
お
忙
し
い
中
、
令
和
六
年
度

防
府
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
定
時

総
会
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
池
田
防
府
市
長
様
を
は
じ
め
、

ご
来
賓
の
皆
さ
ま
に
は
、
公
務
ご
多
忙
中

に
も
関
わ
ら
ず
、
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た

こ
と
と
と
も
に
、
平
素
か
ら
の
ご
支
援
ご

指
導
に
対
し
ま
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
最
初
に
皆
さ
ま
方
に
は
、
昨
年

十
一
月
に
発
生
し
ま
し
た
事
務
所
火
災
に

対
し
ま
し
て
、
大
変
な
ご
心
配
や
ご
苦
労

を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
に
、
心
よ
り
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
一
時
的
に
事
務
所

機
能
が
失
わ
れ
ま
し
た
が
、
防
府
市
を
は

じ
め
関
係
機
関
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ

り
早
期
に
仮
事
務
所
を
立
ち
上
げ
る
こ
と

が
で
き
、
業
務
の
継
続
が
図
ら
れ
た
こ
と

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
以
前
の
状
況
に
立
ち

返
る
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
り
ま
す

が
、
関
係
各
位
の
ご
協
力
と
会
員
・
役
職

員
が
一
丸
と
な
り
、こ
の
難
局
を
乗
り
切
っ

て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
第

一
歩
と
し
て
、
会
員
の
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
市
民

の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
「
魅
力
あ
る
シ
ル

バ
ー
」
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

次
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
取
り
組
み
で

す
。
今
年
秋
に
施
行
予
定
の
「
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
新
法
」
や
「
新
し
い
契
約
方
法
」
へ

の
移
行
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
早
急
な

取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は

会
員
の
皆
さ
ま
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
協
力

な
し
で
は
成
し
え
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

地
球
沸
騰
化
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
今

年
も
猛
暑
の
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
。
安
全

な
作
業
を
行
う
に
は
、
的
確
な
状
況
判
断

と
、
健
康
へ
の
自
己
管
理
に
努
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
年
の
安
全
標
語
の
最

優
秀
作
品
で
あ
る
「
安
全
は
み
ん
な
の
意

識
と
心
が
け
」
を
心
に
置
き
、
安
全
就
業

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
シ
ル
バ
ー
の
基
本
理
念
で
あ

る
「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」
の
思

い
を
新
た
に
し
て
、
市
民
の
期
待
に
応
え

る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
め
ざ
し
て

い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

令
和
六
年
度
事
業
計
画

◎
基
本
方
針

　

わ
が
国
の
経
済
状
況
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を

乗
り
越
え
改
善
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
少

子
高
齢
化
も
あ
っ
て
、
未
だ
に
人
手
不
足

の
状
況
は
続
い
て
お
り
、
高
齢
者
の
果
た

す
役
割
は
一
層
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
根
幹
と
な
る
「
会
員
の
増
強
」「
就

業
機
会
の
開
拓
」
に
つ
い
て
は
、
最
重
要

課
題
と
し
て
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

◎
事
業
実
施
計
画

（
１
）	雇
用
に
よ
ら
な
い
就
業
機
会
の
提
供

①
会
員
の
増
強
及
び
就
業
機
会
の
開
拓

　

・�

毎
月
二
回
の
定
例
入
会
説
明
会
及
び

随
時
受
付

　

・�

夫
婦
会
員
の
会
費
減
免
制
度
な
ど
会

員
紹
介
の
推
進

　

・
街
頭
で
の
チ
ラ
シ
配
布

　

・
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

　

・�

地
域
班
及
び
職
群
班
で
の
会
員
の
勧
誘

②
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
管
理
運
営

　

・�「
サ
ン
ラ
イ
フ
防
府
」
の
管
理
運
営
に

よ
る
会
員
へ
の
就
業
機
会
の
確
保
と
、

地
域
の
福
祉
向
上

（
２
）�

雇
用
に
よ
る
就
業
機
会
の
提
供

　

・
労
働
者
派
遣
及
び
有
料
職
業
紹
介

（
３
）�

就
業
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
付

与
す
る
た
め
の
講
習
の
実
施

　

・�

介
護
予
防
や
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
の
た
め
の
講
習
会
実
施

　

・�

安
全
指
導
を
兼
ね
た
草
刈
り
等
講
習
会

（
４
）�

社
会
参
加
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の

諸
活
動

①
普
及
啓
発
活
動

　

・�

会
報
「
し
あ
わ
せ
」
の
発
行
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・
市
広
報
の
活
用

②
安
全
・
適
正
就
業
の
推
進

　

・�

会
員
へ
の
安
全
意
識
高
揚
の
た
め
の

事
故
情
報
の
周
知
、
就
業
現
場
の
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

　

・
高
齢
者
向
け
安
全
教
室

③
調
査
研
究

　

・�

会
員
及
び
発
注
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
実
施

④
そ
の
他
社
会
参
加
活
動
の
推
進

　

・�

普
及
啓
発
促
進
月
間
で
の
市
街
地
の

清
掃
活
動
の
実
施

　
五
月
三
十
一
日
（
金
）
午
後
一
時
か
ら
、
サ
ン
ラ
イ
フ
防
府
に
お
い
て
、
令
和
六
年
度

定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
に
は
、
防
府
市
長
及
び
防
府
市
議
会
議
長
を
は
じ

め
と
し
た
来
賓
を
お
迎
え
し
、
会
員
七
〇
一
名
（
う
ち
委
任
状
提
出
者
五
四
六
名
）
が
出

席
し
ま
し
た
。
総
会
は
、
会
員
物
故
者
へ
の
黙
と
う
で
始
ま
り
、
理
事
長
あ
い
さ
つ
・
会

員
表
彰
に
続
い
て
、
来
賓
祝
辞
・
来
賓
紹
介
及
び
祝
電
披
露
が
あ
り
、
そ
の
後
議
長
を
選

出
し
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
令
和
五
年
度
の
補
正
予
算
及
び
令
和
六
年
度
の
事
業
計
画
と
収
支
予
算
が
報
告

さ
れ
る
と
と
も
に
、
議
決
事
項
と
し
て
は
、
令
和
五
年
度
の
事
業
報
告
と
収
支
決
算
、
長

期
借
入
金
の
案
件
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
全
員
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
後
、

理
事
会
を
開
催
。
理
事
長
・
副
理
事
長
・
常
務
理
事
の
選
出
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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受 賞 者受 賞 者
（ 敬 称 略 ）（ 敬 称 略 ）

新
役
員
決
ま
る

全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
！

理
事
長	

阿
部　

裕
明（
勝
間
）

副
理
事
長	

中
川　

精
次（
松
崎
）

常
務
理
事	

神
田　

博
昭（
牟
礼
）

理　
　

事	

廣
澤　

芳
三（
牟
礼
）

　

同	

安
田　

裕
美（
牟
礼
）

　

同	

野
村　

利
生（
佐
波
）

　

同	

宮
田　

知
充（
華
浦
）

　

同	

松
岡　

正
三（
新
田
）

　

同	

矢
坂　

洋
子（
中
関
）

　

同	

西
田　
　

勲（
中
関
）

　

同	

杉
山　

恵
子（
華
城
）

　

同	

三
谷　

勇
生（
右
田
）

　

同	

宮
正　

武
宣（
小
野
）

監　
　

事	

白
井　

静
男（
中
関
）

　

同	

大
門　

完
治（
西
浦
）

退
任
役
員

常
務
理
事	

田
中
三
輪
子（
中
関
）

理　
　

事	

今
村　
　

晃（
華
城
）

　

同	

笠　
　

照
明（
西
浦
）

ご
苦
労
様
で
し
た
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

★25年会員（表彰状）
華城地区	 徳光　信彦	 徳光　正江

★20年会員（表彰状）
江泊地区	 尾本　頴照	 松本　　修	 松崎地区	 中川　精次
佐波地区	 友廣　政江
華浦地区	 大森　誠一	 竹村　孝江	 西村　和能	 三上　正人	 三上美智子
華城地区	 岩田　儔子	 右田地区	 伊藤　昌子	 富海地区	 出穂　澄江

★15年会員（表彰状）
牟礼地区	 藤井　和子	 福田　和子	 阿武　正文	 甲斐　昭生	 大浜　輝子
	 田村　　保	 山田　和子	 井上富士人	 江泊地区	 井原　義光
松崎地区	 村田　和代	 吉原　満久	 渡邉　敦子
佐波地区	 山名　早苗	 西村　文男
勝間地区	 国貞　　治	 大橋　洋子	 上田　弥生	 新田地区	 石本　勝久
向島地区	 川崎　勝房	 中野タマエ
中関地区	 竹永　　弘	 園田　良一	 岩﨑　　浩	 杉山　喜好	 松尾　敏恵
華城地区	 田中　邦男	 猪俣　達子	 原田　坥宜	 田島　勝治	 猪俣　光生
	 小川　初江	 田村　雅美
西浦地区	 山本　好子	 右田地区	 清水　寛二
富海地区	 奈良貞房子	 吉武　光子	 小野地区	 徳本　　武
大道地区	 吉永　　準	 中山　昭敏

★10年会員（表彰状）
牟礼地区	 末富　啓二	 津田　信悟	 林　　正朝	 宮本　静子
松崎地区	 岡本八重子	 田中ミツ子	 藤本千枝子
佐波地区	 安井　　薫	 竹中多惠子	 吉本八千代	 石黒　一枝
勝間地区	 秋本　泰人
華浦地区	 橋本　武男	 田中　健二	 勝間　幸次
新田地区	 佐伯　敦彦	 門安　卓夫
中関地区	 石光　愛子	 山下　敏雄	 大濱　善昭
華城地区	 矢野　敏彦	 松本　志朗	 西浦地区	 藤山　義雄
右田地区	 三田　博明	 山中　洋之	 吉村　則子	 町田　尚子	 尾﨑　久子
富海地区	 津秋　裕子	 大住元一行	 小野地区	 髙木　義博
大道地区	 町田　隆司	 梅田　恒久

★永年世話人（感謝状）
牟礼地区	 末富　啓二	 徳本　文惠	 新田地区	 埜村美佐子
中関地区	 藤井　景子	 白井　静男
右田地区	 徳本　　明	 藤井　隆男	 清永　正之
大道地区	 富山　佳昭	 能野　喜則

★永年役員（感謝状）
中関地区	 田中三輪子	 華城地区	 今村　　晃	 西浦地区	 笠　　照明

★前地区代表者（感謝状）
牟礼地区	 安田　裕美	 松崎地区	 渡辺　洋治	 新田地区	 柳井　候二
華城地区	 釜谷　一男	 右田地区	 三谷　勇生
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理
事
就
任
あ
い
さ
つ

令
和
六
年
五
月
三
十
一
日
の
防
府
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定
時
総
会
に
お
い

て
、
次
の
方
々
が
新
し
い
理
事
と
し
て
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

常
務
理
事　
神
田
博
昭

牟
礼
中
西
の
神
田
博
昭
で
す
。
市
役
所

退
職
後
、（
公
財
）
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
事
務
局
長
、
大
道
公
民
館
長
を
経
験

し
て
、
四
月
か
ら
当
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
、

五
月
三
十
一
日
に
常
務
理
事
に
任
命
さ
れ

ま
し
た
。

い
ず
れ
の
職
場
も
、「
初
心
に
か
え
る
。

前
例
に
と
ら
わ
れ
な
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
仕

事
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
の

事
務
及
び
経
理
に
つ
い
て
も
、
再
点
検
し

て
「
改
め
る
べ
き
は
改
め
る
」
こ
と
に
取

り
組
み
ま
す
の
で
、
会
員
及
び
職
員
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

牟
礼
地
区　
安
田
裕
美

昨
年
ま
で
は
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
、
思
い

ど
お
り
の
活
動
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

私
な
り
に
で
き
る
限
り
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
た
く
さ
ん
の
友
人

が
で
き
、
大
変
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
度
、
理
事
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ

か
り
出
来
る
だ
ろ
う
か
と
心
配
で
す
が
、

与
え
ら
れ
た
仕
事
を
真
剣
に
確
実
に
や
っ

て
い
け
ば
何
と
か
な
る
と
思
い
、
引
き
受

け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

今
回
、
広
報
委
員
会
へ
の
配
属
と
な
り

い
ま
ま
で
広
報
を
見
て
は
興
味
深
々
で
見

て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
編
集
作
成
す
る

立
場
と
な
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

広
報
活
動
の
た
め
心
新
た
に
頑
張
り
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
の
事
務
所
や
会
員
、
す
べ
て

の
方
に
、
感
謝
を
忘
れ
ず
活
動
し
て
い
き

ま
す
。

華
浦
地
区　
宮
田
知
充

こ
の
た
び
の
令
和
六
年
度
の
総
会
に
お

い
て
、
理
事
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
、
学

校
環
境
業
務
に
従
事
し
、
楽
し
く
仕
事
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
早
く
も
十
三
年
目
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
諸
先
輩
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
少
し
で
も
早
く

戦
力
と
な
れ
る
よ
う
に
努
力
を
重
ね
て
ゆ

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

中
関
地
区　
西
田　
勲

令
和
六
年
五
月
三
十
一
日
開
催
の
防
府

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
総
会
に
お

き
ま
し
て
、
理
事
に
選
任
さ
れ
、
こ
の
度

就
任
い
た
し
ま
し
た
。

現
在
、一
般
作
業
班
で
、伐
採
や
枝
切
り・

ご
み
処
理
等
の
作
業
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

も
と
よ
り
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が

厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
、
防
府
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
発
展
の
た
め
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
会
員
各
位
の
ご
指
導
ご
支
援
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

華
城
地
区　
杉
山
恵
子

私
は
、
平
成
十
五
年
に
育
児
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
シ
ル
バ
ー
に
採
用
さ
れ

「
高
齢
者
が
経
験
を
生
か
し
て
、
子
育
て
の

お
手
伝
い
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
始
ま
っ
た

防
府
市
に
お
け
る
子
育
て
施
設
第
一
号
と

な
る
子
育
て
サ
ロ
ン
の
立
上
げ
に
関
わ
り

ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
は
、
全
国
シ
ル
バ
ー
の

中
で
も
二
番
目
く
ら
い
で
、
開
始
当
初
は

全
国
各
地
の
シ
ル
バ
ー
か
ら
多
く
の
方
が

見
学
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

今
回「
女
性
の
理
事
が
一
人
な
の
で
、も
っ

と
女
性
理
事
を
増
や
し
た
い
」
と
、
お
声

が
け
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
言
わ
れ
て
み

れ
ば
そ
う
で
す
よ
ね
、
女
性
会
員
が
半
数

を
占
め
て
い
る
の
で
す
か
ら
‥
。

初
め
て
の
理
事
で
分
か
ら
な
い
こ
と
ば

か
り
で
す
が
、
皆
様
と
共
に
シ
ル
バ
ー
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

右
田
地
区　
三
谷
勇
生

退
職
後
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

入
会
し
て
以
来
九
年
目
を
迎
え
、
こ
の
度

図
ら
ず
も
理
事
の
要
職
を
拝
命
し
、
そ
の

重
責
に
思
い
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

現
在
、
宿
直
の
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
昼
間
は
自
宅
の
田
畑

の
世
話
を
し
な
が
ら
、
体
力
の
維
持
及
び

脳
の
活
性
化
に
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
仲
良
く
元
気
に
、
そ
し
て

安
全
に
心
が
け
、
多
く
の
仲
間
づ
く
り
を

し
な
が
ら
精
一
杯
の
活
動
を
し
て
ま
い
る

所
存
で
す
の
で
、
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

原　

美
津
江�

（
佐
波
地
区
）

山
本　

敏
行�

（
勝
間
地
区
）

岸
野　
　

敏�

（
華
浦
地
区
）

櫻
井　

洋
一�

（
華
浦
地
区
）

杉
田　
　

實�

（
華
浦
地
区
）

杉　

富
美
子�

（
新
田
地
区
）

鈴
木　
　

晃�

（
中
関
地
区
）

藤
田　

和
男�

（
華
城
地
区
）

村
田　

和
幸�

（
右
田
地
区
）

（
敬
称
略　

順
不
同
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を

　
　
　
　
　
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
令
和
五
年
度
）

訃 

報
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契約件数

30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

百万円

契約金額

447

防
府
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

令
和
五
年
度
事
業
実
績
に
つ
い
て
、
直

近
の
実
績
と
合
わ
せ
て
報
告
し
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
過
去
六
年
間
（
平
成

三
十
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
）
の
会

員
数
・
就
業
延
人
員
・
契
約
件
数
・
契

約
金
額
を
グ
ラ
フ
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
会
員
数
に
つ
い
て
は
、
五
年
度

も
会
員
増
強
を
重
点
目
標
と
し
て
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
事
務
所
火
災
の
影

響
の
ほ
か
、
定
年
延
長
や
再
雇
用
制
度
の

定
着
と
い
っ
た
厳
し
い
状
況
も
あ
り
、
前

年
度
に
比
べ
二
十
八
名
も
の
大
幅
な
減

の
、
八
百
八
十
一
名
と
な
り
ま
し
た
。

契
約
件
数
や
就
業
延
人
員
が
前
年
度
よ

り
減
少
す
る
中
、
派
遣
事
業
を
含
め
た
契

約
金
額
の
総
額
で
は
、
施
設
管
理
な
ど
を

行
う
派
遣
事
業
が
最
低
賃
金
の
引
上
げ
も

あ
り
大
き
く
伸
び
た
結
果
、
七
百
七
十
万

円
余
り
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
派
遣
事
業
を
除
く
請
負
・
委

任
事
業
の
契
約
金
額
は
前
年
度
比
で
約

四
百
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
職

群
別
で
は
、
一
般
作
業
群
が
最
も
多
く
、

管
理
群
、
サ
ー
ビ
ス
群
と
続
き
、
こ
れ

ら
で
全
体
の
八
十
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
五
年
度
に
お
け
る
就
業
率
は
、

八
十
五
・
五
％
と
な
り
ま
し
た
。

会
員
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
会
員
の
皆
さ
ん
が
健
康
管
理
、
安

全
就
業
に
努
め
、
地
域
に
期
待
さ
れ
る

シ
ル
バ
ー
会
員
の
輪
を
拡
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

令
和
五
年
度
契
約
金
額
は
、四
億
五
千
五
百
万
円
！

旧

新

気候変動の影響で、夏の暑さは今後さらに厳しくなると言われています。
熱中症は、命にかかわる危険な症状です。
今年の夏も元気に乗り切るために、以下のポイントに気を付けましょう！

地
区
代
表
者
の
交
代

　

地
区
代
表
者
六
名
が
、
次
の
と
お

り
４
月
か
ら
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牟
礼
地
区

　
　

安
田　

裕
美  

→  

中
野　
　

威

松
崎
地
区

　
　

渡
辺　

洋
治  
→  
伊
藤　

雄
三

新
田
地
区

　
　

柳
井　

候
二  

→  

属　
　

義
彦

華
城
地
区

　
　

釜
谷　

一
男  

→  

藤
本　

久
雄

右
田
地
区

　
　

三
谷　

勇
生  

→  

岡
部　

忠
則

大
道
地
区

　
　

森
河　

俊
治  

→  

能
野　

義
則

※�

新
田
地
区
は
、
向
島
地
区
も
兼
任

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

暑さを避けて命を守る！熱中症予防が大切です

元気一番

●暑さをチェックしましょう
気温や暑さを加味した暑さ指数が基準に達したときに、「熱中症警戒アラート」や「熱中症
特別警戒アラート」が発表されます。アラートは環境省サイト・LINE や防災メール等で確
認できますので、暑さをチェックし、アラート発表時は不要不急の外出を避けましょう。

●エアコンを使いましょう
暑くならないようにエアコンを使用し、温度をこまめに調節しましょう。
無理な節電をせず、夜もしっかり使用しましょう。
※高齢者の熱中症の半数以上が自宅で発生しています。

●こまめに水分・塩分を摂りましょう
室内でも、外出時でも、のどが渇く前にこまめに補給をしましょう。
※水分補給の目安は１日あたり 1.2 リットル

（500ml のペットボトルを２本以上）。

●互いに声をかけあいましょう
高齢者や子ども、障害のある方は特に注意が必要です。

☆涼み処（クーリングシェルター）を開設しています☆
涼み処（クーリングシェルター）とは、
暑さを避けるため誰でも一時的に休憩できる場所です。
一覧はこちらをご覧ください。

〇熱中症予防のポイント〇

目印は
のぼり旗です♪
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広報委員会では、みなさんの原稿・作品をお待ちしています。（掲載・添削はおまかせください。）

■　

い
き
な
り
全
国
各
地
に
、
熱
中
症
ア

ラ
ー
ト
が
発
令
さ
れ
る
七
月
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
防
府
市
も

降
れ
ば
大
雨
警
報
、
晴
れ
れ
ば
三
十
五

度
近
く
の
真
夏
日
。

　
　

我
々
シ
ル
バ
ー
世
代
に
と
っ
て
、
大

変
な
暑
さ
が
予
想
さ
れ
る
今
夏
。
幸

い
に
も
熱
中
症
対
策
の
一
助
と
し
て
、

市
内
に
は
五
十
一
か
所
の
「
涼
み
処
」

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
外
出
の
折
、

暑
さ
を
避
け
る
た
め
の
一
時
的
な
休

憩
場
所
と
し
て
有
効
に
利
用
し
、
シ

ル
バ
ー
パ
ワ
ー
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。

■　

今
回
の「
し
あ
わ
せ
」（
第
八
十
七
号
）

の
表
紙
を
一
部
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

し
た
。

　
　

広
報
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
も
新
し

く
二
名
が
加
わ
り
、
今
後
皆
さ
ま
に

寄
り
添
っ
た
「
し
あ
わ
せ
」
に
な
り

ま
す
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
紙
面

充
実
の
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意

見
や
ご
要
望
、
投
稿
な
ど
も
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
写

真
で
紹
介
し
た
仕
事
（
剪
定
や
草
刈
り
、

家
事
援
助
な
ど
）
の
ほ
か
、
屋
内
外
の

一
般
作
業
分
野
で
は
、
植
木
の
伐
採
・

消
毒
や
包
装
な
ど
。
技
能
を
必
要
と
す

る
分
野
で
は
、
大
工
・
左
官
・
塗
装
な
ど
。

サ
ー
ビ
ス
分
野
で
は
、
お
年
寄
り
の
話

し
相
手
・
通
院
介
助
・
簡
単
な
介
護
な

ど
が
あ
り
、
地
域
に
お
け
る
日
常
生
活

に
密
着
し
た
、
高
齢
者
に
ふ
さ
わ
し
い

仕
事
を
引
き
受
け
て
い
ま
す
。

お墓の管理

薪割り

会場設営

家の清掃

草刈り

家事援助

駐車場の管理

子育てサロン

子守り

草取り

剪定

防府市シルバー
人材センター
仕事あれこれ

編 

集 

後 

記


